
 令和5年度 科学と人間生活 シラバス 
 

教 科 名 理 科 科 目 名 科学と人間生活 

教科科目の目標 

 自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割

について，身近な事物・現象に関する観察，実験などを通して理解させ，科学

的な見方や考え方を養うとともに， 科学に対する興味・関心を高める 

履修学年 １年 学科・コース 情報コース 
スポーツ福祉コース 

単位数 ２単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 

教科書 科学と人間生活（数研出版） 副教材 科学と人間生活サポートノート 
（数研出版） 

 

１．学習の目標 
 
（１）科学技術の発展が今日の人間生活に対してどのように貢献してきたかについて理解する。 
（２）身近な自然の事物・現象及び日常生活や社会の中で利用されている科学技術を取り上げ，

科 学と人間生活とのかかわりについて認識を深める。 
（３）自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割についての学習

を踏まえて，これからの科学と人間生活とのかかわり方について考察する。 
 
２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進めること。 
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習することが大切である。 
（３）授業プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるよう

な自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、授業
プリントを工夫して活用すること。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。 
観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。 
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に出すこと。 

 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に３観点（①知識・技能，②思考・判断・表現，➂主体的に学
ぶ態度）で評価（A、B、C）し，学年末に総合的に評価した評定（５、４、３、２、１）を示す。 
（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの5分間テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



令和５年度 生物基礎シラバス  
 

教 科 名 理 科 科 目 名 生物基礎 

教科科目の目標 

 生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観

察,実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必

要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

履修学年 １年 学科・コース 普通コース 

単位数 ２単位 授業形態 一斉授業・グループ学習 

教科書 高等学校 生物基礎 （数研出版） 副教材 新課程新編 生物基礎サポートノート 

 

１．学習の目標 

 

（１）生物や生命現象の持つ多様性を踏まえつつ，それらに共通する生物学の基本的な概念や原
理・法則を理解する。 

（２）遺伝子・健康・環境など日常生活や社会に関わるテーマを通して，生物や生命現象に対し
ての興味・関心を高める。 

（３）観察，実験を通して生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解する。 
（４）生物や生命現象の中から問題や課題を見出し，観察，実験などを通して探究する姿勢を身

につける。 
 
 
 
２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進めること。  
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習することが大切である。 
（３）授業プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるような

自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、授業プ
リントを工夫して活用すること。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。  

観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。  
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に出すこと。 

 
 
 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に３観点（①知識・技能，②思考・判断・表現，➂主体的に学
ぶ態度）で評価（A、B、C）し，学年末に総合的に評価した評定（５、４、３、２、１）を示す。 
（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの単元テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



化学基礎シラバス  
 

教 科 名 理 科 科 目 名 化学基礎 

教科科目の目標 

 日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的
意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てると
ともに，化学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方
を養う。 

履修学年 １年  学科・コース 普通 
単位数 ２単位  授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 
教科書 東京書籍 新編化学基礎  副教材など 東京書籍 新課程ﾆｭｰｱﾁｰﾌﾞ化学基礎 

 

１．学習の目標 

 
（１）化学と人間生活とのかかわりについて関心を高め，化学が物質を対象とする科学であるこ

とや化学が人間生活に果たしている役割を理解させると共に，観察，実験などを通して物
質を探究する方法の基礎を身に付けさせる。 

（２）原子の構造及び電子配置と周期律との関係を理解させる。また，物質の性質について観察，
実験などを通して探究し，化学結合と物質の性質との関係を理解させ，物質について微視
的な見方ができるようにする。 

 
２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進めること。  
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習することが大切である。 
（３）授業プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるよう

な自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、授業
プリントを工夫して活用すること。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。  
観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。  
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に出すこと。 

 
３．評価の方法 
 

 各学期における以下の内容を元に３観点（①知識・技能，②思考・判断・表現，➂主体的に
学ぶ態度）で評価（A、B、C）し，学年末に総合的に評価した評定（５、４、３、２、１）
を示す。 

（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの5分間テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 
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令和５年度 物理基礎 シラバス 

科目名    物理基礎 単   位   数 ２  単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 普通科 １学年３,４,５,６組 ２学年１～６組 

 

 

 

学 習 の 到 達 目 標          

 

 

・物体にはたらく力や物体の運動と力の関係を学習し、運動方程式とその立て方を習得す 

 る。また、仕事とエネルギーを定義し、力学的エネルギー、熱、電気エネルギーなどが 

 相互に変換されるしくみを学習する。 

・波の特徴である反射・屈折・回折などの諸現象を学習し、波の基本的な性質を理解する。 

・生活に欠かせない電気の基本的な内容を学習する。 

使用教科書･副教材等 ・実教出版 物理基礎 

・高校物理基礎サブノート 
 
１．学習の内容 
 

学  習  内  容 
 

学   習   の   ね   ら   い 

序章 物理量の測定と扱

い方 

・物理量，数値，数式のそれぞれの表し方を理解する。 
・誤差と有効数字を理解し，測定値の計算に取り組む。 
 

第１章 物体の運動 

第１節 運動の表し方 

 

 

第２節 力と運動の法則 

 

 

 

 

 
 
・物体の変位や速度などの表し方について，直線運動を中心に理解する。直線上を運動
している物体の合成速度や相対速度についても扱う。 
・直線運動を中心に物体の加速度を理解する。 
・物体が空中を落下するときの運動を調べ，その特徴を理解する。 
 
 
・中学校の学習内容を復習し，観察や実験を通して，物体にさまざまな力がはたらくこ
とを理解する。 
・中学校の学習内容を発展させ，物体にはたらく力の合成・分解をベクトルで扱い，力
のつりあいについて理解を深める。 
・運動の第１，第２法則について実験をもとに理解して，運動の第３法則を扱い，つり
あう２力との違いを理解する。 
・運動方程式の立て方を学習し，鉛直方向の運動，斜面上の運動などを，運動方程式を
用いて解析する。 

第２章 エネルギー 

第１節 運動とエネルギー 

 

 

 

第２節 熱 

 
 
・物理で使う仕事の意味の違いを理解し，仕事量の求め方を理解する。 
・運動する物体がもつエネルギーと，仕事との関係を理解する。 
・位置エネルギーについて理解し，物体がされる仕事との関係を理解する。 
・重力や弾性力だけから仕事をされた場合，力学的エネルギーが保存されることを理解
する。 
・摩擦力がする仕事の量が，力学的エネルギーの減少分に相当することを理解する。 
 
・温度の概念を学習し，セルシウス温度と絶対温度の関係を理解する。 
・熱量と物体の温度変化との関係を理解する。 
・仕事が熱に変化するようすを観察し，熱とエネルギーの関係を理解する。 
・可逆変化と不可逆変化，熱機関を学習し，エネルギー保存の法則を理解する。 
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第３章 波 

第１節 波とは何か 

 

第２節 音波 

 
 
・周期的に振動する波について，波の速さ，周期，振動数などの関係を理解する。 
・波の重ねあわせを学習し，波の独立性を理解する。 
・定常波ができるようすや，波が反射するときのしくみを理解する。 
 
・音が波であることを学習し，反射，うなりなどの現象を理解する。 
・物体には固有振動があることを学習し，弦の共振，気柱の共鳴について理解する。 

第４章 電気 

第１節 物質と電流 

 

第２節 磁場と電流 

 

 
 
・日常生活と密着な関わりのある電気の性質を理解する。 
・抵抗に流れる電流と電圧の関係を理解する。 
  
 
・電流と磁場の関係，それを利用したモーター，発電機のしくみを理解する。 
・直流電流と交流電流の特徴と性質について理解する。 
 

第５章 物理と社会 

第１節 エネルギーとそ

の理由 

 

 
 
・エネルギーの変換と保存について理解する。 
・原子と原子核，放射線，原子力エネルギーを学習し，核エネルギーの利用について理
解する。 

 

２．評価方法 

各学期における以下の内容を元に３観点（①知識・技能，②思考・判断・表現，➂主体的に学ぶ態度）で評価（A

、B、C）し，学年末に総合的に評価した評定（５、４、３、２、１）を示す。 

（１）出席状況 

（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 

（３）単元のまとまりでの5分間テストの取り組み状況 

（４）定期考査の得点合計 

（５）実験レポートの提出及び内容の評価 

（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出・授業への取り組み状況  

 

 

３．学習方法 

・ 教科書の内容を理解しやすくまとめ、その要点を簡潔に表して板書する。また、演示実験や生徒による実験を 

  多く取り入れ、物理現象を身近なこととしてとらえることができるようにする。 

・ 黒板による説明だけではなく、実験を通して科学的な理解を踏まえながら学習する。 

・ 最新の教育機器の活用を積極的に行う。 

・ 確認テスト等のプリント問題を適宜実施する。 

 

 



「高等学校 地学基礎」シラバス 

 

 

対象教科・科目 単位数 学年・学級 

地学基礎 2 1 年 34 組・56 組、2 年 12 組・34 組・56 組選択 

使用教科書 使用副教材 

啓林館「高等学校 地学基礎」 啓林館「Navi＆トレーニング地学基礎 新訂版」 

 

１ 学習の目標等 

学習の目標 日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境につい

て理解するとともに，観察，実験などに関する基本的な技能を身に付け，

科学的に探究する力を養う。また，地球や地球を取り巻く環境に主体的

に関わり，科学的に探究しようとする態度と，自然環境の保全に寄与す

る態度を養う。 

学習のねらい 

第１部 固体地球とその活動 私たちの暮らす地球の大地がどのような特徴をもち，どのような活動が

見られるのかを，様々な現象を関連付けながら理解する。 

第２部 大気と海洋 私たちの暮らす地球の大気・海洋がどのような特徴をもち，どのような

活動が見られるのかを理解する。 

第３部 移り変わる地球 私たちの暮らす地球の誕生から現在に至るまでの変遷について，一連の

時間の中で捉えながら理解する。 

第４部 自然との共生 地学基礎全体のまとめの部として，本書で学んできた地学基礎の学習内

容を人間生活と関連付けて考える。 

 

２ 学習計画 

学
期 

学習項目(配当時数) 学習内容 活動・備考等 
考査 
範囲 

 第１部 固体地球とその活動 
(22) 

   

 

第１章 地球(6) 
第１節 地球の概観 

第２節 地球の内部構造 
 
 

地球の概観について学び，そ
の内部構造について理解す
る。 

探究実習 1 
「地球の形と大きさ」 
やってみよう 
「地球の形と自転につい

て調べる」 
発展 
「地球の形と重力」 
発展 
「アイソスタシー」 
発展 
「地震波の伝わり方から
わかる地球の内部構造」 
実習 1-1 
「岩石や金属の密度を測
定して地球の層構造を
考える」 

 

第 
一 
学 
期 
中 
間 
考 
査 



「高等学校 地学基礎」シラバス 

 

 

 第２章 活動する地球(16) 
第１節プレートテクトニクス

と地球の活動 

第２節 地震 

第３節 火山活動と火成岩の形

成 

プレートと地球の活動につい
て学び，地質構造，変成岩の形
成，地震，火山活動，火成岩の
形成について理解する。 

発展 
「低速度層とアセノスフ
ェア」 

実習 1-2 
「プレートと地球の活動
の関係を調べる」 

発展 
「地震波トモグラフィー
とマントル対流」 

発展 
「地球内部の熱」 
発展 
「変成作用と温度・圧力」 
実習 1-3 
「震源の決定」 
発展 
「地震波の初動と震源で
の断層運動」 

やってみよう 
「火成岩の組織を観察し
よう」 

発展 
「マグマの発生と分化」 
発展 
「固溶体」 
 

第 
一 
学 
期 
中 
間 
考 
査 

第 
一 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 第３部 大気と海洋 (16)   

 第１章 大気の構造(5) 
第１節 大気圏 

第２節 水と気象 

大気の層構造および水と気象
の関係について学ぶ。 

探究実習 2 
「高度と気圧・気温の関
係」 

やってみよう 
「高温のものが上にある
と対流は起こりにく
い」 

発展 
「電離圏」 
やってみよう 
「ペットボトルで雲をつ
くる」 

発展 
「降水のしくみ」 
発展 
「大気の安定・不安定」 
 



「高等学校 地学基礎」シラバス 

 

 

 

第２章 太陽放射と大気・海洋
の運動(8) 

第１節 地球のエネルギー収支 

第２節 大気の大循環 

第３節 海水の循環 

地球全体のエネルギー収支に
ついて理解し，大気の大循環
や海水の循環について学ぶ。 

やってみよう 
「太陽放射の中の赤外
線」 

やってみよう 
「地表が受ける太陽放射
エネルギー量の緯度に
よる違い」 

探究実習 3 
「緯度別に見る地球のエ
ネルギー収支」 

発展 
「風の吹き方」 
発展 
「偏西風波動とジェット
気流」 

発展 
「海水の塩分の分布」 
やってみよう 
「水の上下運動を観察し
よう」 

 

第 
二 
学 
期 
中 
間 
考 
査 

 第３章 日本の天気(3) 
第 1 節 日本の位置 

第２節 冬から春の天気 

第３節 夏から秋の天気 

日本で見られる冬から春，夏
から秋への季節の気象につい
て学ぶ。 

やってみよう 
「高気圧と低気圧の移動
速度」 

発展 
「フェーン現象」 
 

 第３部 移り変わる地球 (22)   

第 
二 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 第１章 地球の誕生(6) 
第１節 宇宙の誕生 

第２節 太陽系の誕生 

宇宙のはじまりの様子や太陽
系の誕生，および太陽系の各
天体の特徴について学ぶ。 

発展 
「宇宙の広がり」 
発展 
「太陽の温度・圧力とエ

ネルギー」 
発展 
「恒星の進化」 
 

 第２章 地球と生命の進化(8) 
第１節 先カンブリア時代 

第２節 顕生代 

古生物の変遷と地球環境の変
化について学ぶ。 

探究実習 4 
「地球環境の変化と生物
の活動の関係」 

発展 
「放射性年代」 
 

 

第３章 地球史の読み方(8) 
第１節 地層からわかること 

第２節 地層の形成 

第３節 地層の読み方 

堆積岩とその形成や地層につ
いて学び，地球の歴史の組み
立てについて理解する。 

やってみよう 
「級化構造をつくる」 
やってみよう 
「堆積岩を観察しよう」 
やってみよう 
「化石を観察しよう」 



「高等学校 地学基礎」シラバス 

 

 

やってみよう 
「地層中の記録を調べよ
う」 

実習 3-1 
「地層の観察」 
発展 
「地層の広がりとその調
べ方」 

 

第 
三 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 第４部 自然との共生 (10)   

 
 

第１節 地球環境と人類 

第２節 地震災害・火山災害 

第３節 気象災害 

第４節 災害と社会 

第５節 人間生活と地球環境の

変化 

地球環境に及ぼす人間活動の
影響について理解し，日本の
自然災害と防災について学
ぶ。 

探究実習 5 
「地域の災害対策」 
探究実習 6 
「地球規模の気温変動」 
 

３ 評価方法とその観点 

評 価 方 法 

●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態
度)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。 
(1)授業への取り組み 
授業に対する姿勢，学習態度，地学への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に主体的に学習に取り
組む態度の項目を評価する。 
(2)ノートの記載内容 
授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。 
(3)観察・実験等 
観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書など
から評価する。評価の観点のうち，知識・技能，思考・判断・表現に関する配分が大きい。 
(4)教科書・問題集の問題 
各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。 
(5)中間・定期考査 
学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，知識・技能，思考・判断・表現に関する配分が
もっとも大きい。 

 

４ 学習のアドバイス等 

１ 日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，そのしくみについて考える態度をもつこと。 
２ 疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。 
３ 学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。 

 

 



 
令和５年度 生物シラバス 

 

教 科 名 理 科 科 目 名 生 物 

教科科目の目標 

 生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験など

を行い，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的

な概念や原理・法則の理解を深め， 科学的な自然観を育成する 

履修学年 ２年 学科・コース 普通 

単位数 ４単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 

教科書 第一学習社：高等学校 生物 副教材など 第一学習社：ｾﾐﾅｰﾉｰﾄ生物・ｽｸｴｱ最新図説生物 

 

１．学習の目標 

 

（１）生命現象を支える物質の働きについて観察，実験などを通して探究し，タンパク質や核酸な ど

の物質の働きを理解させ，生命現象を分子レベルでとらえさせる。 

（２）生物の生殖や発生について観察，実験などを通して探究し，動物と植物の配偶子形成から形 態

形成までの仕組みを理解させる。 

（３）環境の変化に生物が反応していることについて観察，実験などを通して探究し，生物個体が 外

界の変化を感知し，それに反応する仕組みを理解させる。 

（４）生物の個体群と群集及び生態系について観察，実験などを通して探究し，それらの構造や変 化

の仕組みを理解させ，生態系のバランスや生物多様性の重要性について認識させる。 
（５）生物の進化の過程とその仕組み及び生物の系統について，観察，実験などを通して探究

し，生物界の多様性と系統を理解させ，進化についての考え方を身に付けさせる。 
 
 
２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進める。 
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習する。 
（３）学習プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるよう

な自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、学
習プリントを工夫して活用する。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。 
観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。 
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に発表する。 

 
 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に３観点（①知識・技能，②思考・判断・表現，➂主体的に
学ぶ態度）で評価（A、B、C）し，学年末に総合的に評価した評定（５、４、３、２、１）を
示す。 
（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの単元テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



令和５年度 生物基礎シラバス  
 

教 科 名 理 科 科 目 名 生物基礎 

教科科目の目標 

 生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観

察,実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必

要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

履修学年 ２年 学科・コース 全ｺｰｽ 

単位数 ２単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 

教科書 高等学校 生物基礎 （数研出版） 副教材 新課程新編 生物基礎サポートノート 

 

１．学習の目標 

 

（１）生物や生命現象の持つ多様性を踏まえつつ，それらに共通する生物学の基本的な概念や原
理・法則を理解する。 

（２）遺伝子・健康・環境など日常生活や社会に関わるテーマを通して，生物や生命現象に対し
ての興味・関心を高める。 

（３）観察，実験を通して生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解する。 
（４）生物や生命現象の中から問題や課題を見出し，観察，実験などを通して探究する姿勢を身

につける。 
 
 
 
２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進めること。  
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習することが大切である。 
（３）授業プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるような

自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、授業プ
リントを工夫して活用すること。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。  

観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。  
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に出すこと。 

 
 
 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に３観点（①知識・技能，②思考・判断・表現，➂主体的に学
ぶ態度）で評価（A、B、C）し，学年末に総合的に評価した評定（５、４、３、２、１）を示す。 
（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの単元テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



 
化学シラバス 

 
教 科 名 理 科 科 目 名 化学 

教科科目の目標 

 化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験
などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的
な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

履修学年 ２年 学科・コース 文理特進・普通 

単位数 ４単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 

教科書 
東京書籍 化学Vol.1理論編 
東京書籍 化学Vol.2物質編 

副教材など 東京書籍 新課程ﾆｭｰｱﾁｰﾌﾞ化学 

 

１．学習の目標 

 

（１）物質とその変化について，化学的な解釈や説明ができることを通して，興味・関心を探究心に

まで高め，知的好奇心をもって問題を見いだし，主体的に解決しようとする意欲を高める。 

（２）生徒自身が課題を見つけ，主体的・意欲的に観察，実験などに取り組む。 

（３）探究の過程をたどらせることによって，科学の方法を習得させ，化学的に探究する能力や態度

を育てる。 

（４）化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を，深く系統的に

理解させる。 
（５）物質やその変化に関する原理・法則を系統的に理解し，正しい物質感を身に付けさせ，

他の科目とも関連させて，自然界の事物・現象を分析的，総合的に考察する能力を育成
する。 
 

２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進める。 
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習する。 
（３）学習プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるよう

な自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、学
習プリントを工夫して活用する。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。 
観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。 
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に発表する。 

 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に３観点（①知識・技能，②思考・判断・表現，➂主体的
に学ぶ態度）で評価（A、B、C）し，学年末に総合的に評価した評定（５、４、３、２、１）
を示す。 

（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの5分間テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



化学基礎シラバス  
 

教 科 名 理 科 科 目 名 化学基礎 

教科科目の目標 

 日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的
意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てると
ともに，化学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方
を養う。 

履修学年 ２年  学科・コース 普通 
単位数 ２単位  授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 
教科書 東京書籍 新編化学基礎  副教材など 東京書籍 新課程ﾆｭｰｱﾁｰﾌﾞ化学基礎 

 

１．学習の目標 

 
（１）化学と人間生活とのかかわりについて関心を高め，化学が物質を対象とする科学であるこ

とや化学が人間生活に果たしている役割を理解させると共に，観察，実験などを通して物
質を探究する方法の基礎を身に付けさせる。 

（２）原子の構造及び電子配置と周期律との関係を理解させる。また，物質の性質について観察，
実験などを通して探究し，化学結合と物質の性質との関係を理解させ，物質について微視
的な見方ができるようにする。 

 
２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進めること。  
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習することが大切である。 
（３）授業プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるよう

な自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、授業
プリントを工夫して活用すること。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。  
観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。  
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に出すこと。 

 
３．評価の方法 
 

 各学期における以下の内容を元に３観点（①知識・技能，②思考・判断・表現，➂主体的に
学ぶ態度）で評価（A、B、C）し，学年末に総合的に評価した評定（５、４、３、２、１）
を示す。 

（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの5分間テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



単  位  数

知 思 態

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・波の干渉について、重ね合わせの原理により説明できることを理解し、強め合う条件や弱
め合う条件を説明することができる。
・波動の特徴的現象としての干渉について、水面波の干渉を観察し、強め合ったり弱め
合ったりする条件を確認することができる。
・クインケ管による音の干渉や、ドップラー効果について、現象を観測し、聞こえ方が変化
することの原因を理解することができる。

・振動が伝わる事象に対し、その事象に相応しい量を見いだし、波を表す量的関係および
グラフを用いた理解ができる。グラフでは横軸を空間に取った場合と時間に取った場合を
組み合わせて波という事象の全体像を理解し、グラフで表現できる。
・ドップラー効果について、音源や観測者の動きと聞こえる音との関係を思考し、的確に表
現することができる。

・運動の基本法則を理解し、それらを応用して様々な運動の解析に発展することを物理学
的に理解し、未知の運動を予測できる。
・力のつり合いと、モーメントのつり合いから、剛体の運動を予測できる。
・平面の運動について、運動の法則を用いて、運動現象を統一的に理解できる。
・剛体の転倒と安定の条件を理解し、日常生活との関連を考えることができる。

・運動の相対性の視点から運動現象を観察でき、実験を考案できる。複雑な運動が基本
的な運動のどのような組み合わせによって生じているのかを理解して、実験を計画できる。
・剛体の運動のようすを観察し、運動の原因を、力のつり合いとモーメントのつり合いの条
件から探究的に導くことができる。

・平面上での運動について、物理基礎で学習した内容を踏まえ、ベクトルや数式を用いて
表そうとする意欲をもつ。
・剛体のつり合いの条件を理解し、日常生活との関連について意欲的に調べようとする態
度が見られる。

・運動量保存の法則から、物体の衝突や、運動量と運動エネルギーとの違いについて、概
念を理解し、違いを説明することができる。
・観察する立場により生じる慣性力の存在について理解し、違いを説明することができる。
・円運動や単振動・単振り子などの周期的運動の実験を的確に行い、周期と他の物理量と
の関係を導くことができる。

・運動量と力積の違いや、運動量と運動エネルギーとの違いを見出し、的確に表現するこ
とができる。
・見かけの力である慣性力について、見る立場によって異なることを思考・判断し、説明す
ることができる。
・単振動と等速円運動の関係性を見出し、的確に表現することができる。

・運動量と力積の違いについて意欲的に調べ、日常生活との関連を探究しようとする意欲
と態度が見られる。
・運動量の保存と力学的エネルギーの保存との違いに関心を持ち、意欲的に探究する態
度が見られる。
・慣性力について、日常生活における具体例を調べ、意欲的に探究する態度が見られる。
・衝突や合体の実験を通じて、運動量の変化と力積の関係を求めるための探究的な方法
を身につけている。また、実験を的確に行うことにより反発係数を求めることができる。
・等速円運動と単振動との関係に関心を持ち、意欲的に学習しようとする態度が見られる。

・万有引力により宇宙が力学的に解析されることなどについて理解できる。
・惑星の公転周期や半長軸の値から、的確なグラフをかくことができ、ケプラーの法則を導
くことができる。また、各地の重力加速度の値を調べることで、資料調査・データの解釈が
できるようになる。
・気体に関して温度、圧力、体積の3つの変数の関係を理解し、実験を計画し実施できる。
・理想気体の状態方程式、気体の状態変化について知識を身につけ、現象のミクロな理
解ができ、分子の存在がマクロな現象の原因になっているということを統一的に理解でき
る。
・万有引力を受ける物体の運動を思考し、例などを用いて的確に表現することができる。ま
た、重力と万有引力との違いを思考し、的確に説明することができる。
・物質の状態変化に伴う量的変化を考察でき、気体の分子運動の力学的な振る舞いを分
子の集団としても思考できる。固体の原子・分子の並び方と電子の振る舞いの特徴を考察
し、表現できる。

・ケプラーの法則から万有引力の法則を導く過程に興味・関心を持ち、意欲的に探究する
態度が見られる。
・万有引力を受ける物体の運動について、地球や月、太陽との間だけでなく、宇宙全体に
関係することや、人工衛星の打ち上げなどにも関係することに興味を持ち、探究する態度
が見られる。
・熱が関係する現象に関心を持ち、物質の状態変化や物質中の原子の振る舞いについて
興味・関心を持ち、意欲的に調べようとする態度を身につけている。

第1章　さまざまな運動
1節　平面内の運動と剛体のつり合い
　1　運動の表し方
　2　落体の運動
　3　剛体にはたらく力

第1章　さまざまな運動
2節　運動量
　1　運動量と力積
　2　運動量の保存
　3　衝突とエネルギー

3節　円運動と単振動
　1　等速円運動
　2　慣性力
　3　単振動

第2章　波
1節　波の伝わり方
　1　波の表し方
　2　波の伝わり方

2節　音
　1　音の性質
　2　ドップラー効果

第1章　さまざまな運動
4節　万有引力
　1　ケプラーの法則
　2　万有引力
　3　万有引力による位置エネルギー

5節　気体分子の運動
　1　気体の状態方程式
　2　気体分子の運動
　3　気体の内部エネルギー
　4　気体の状態変化

・ホイヘンスの原理から波の回折、屈
折、反射を理解させる。

・音の伝わり方は、波の性質を示すこと
を理解させる。
・ドップラー効果を、波の伝わり方から
考えさせる。
・観測者が運動する場合や音源、観測
者がともに運動する場合のドップラー
効果について理解させる。

・運動量と力積の関係を理解させる。
・保存量としての観点から運動量をとら
えさせ、運動量保存の法則を理解させ
る。
・運動量の保存と力学的エネルギーの
保存の違いを理解させる。

・慣性力の考え方を理解させる。
・等速円運動の速度、角速度、向心加
速度、向心力や遠心力について理解
させる。
・単振動と円運動の関係を通して、単
振動の周期、変位、速度、加速度を理
解させる。

・２次元平面上で、速度・加速度のベク
トルを用いた表し方を理解させ、速度
の合成・分解、相対速度について理解
させる。
・平面上での運動をベクトル表示、成
分表示、双方から理解させる。
・水平投射運動、斜方投射運動につ
いて理解させる。
・力のモーメントを理解させる。
・平行な２力の合成から、重心につい
て理解させる。
・剛体の転倒、安定を理解させる。

・ケプラーの法則を理解させる。
・ケプラーの法則から万有引力の法則
を導く過程を理解させる。
・万有引力を受ける物体の運動を理解
させる。

・気体の状態が変化するとき成立する
諸法則、及び、状態方程式について
理解させる。
・原子・分子のミクロな立場から分子運
動と気体の圧力や温度等の関係を理
解させる。
・気体の内部エネルギー、気体の仕事
について理解させる。また、気体の状
態変化に対して、熱力学第一法則が
適用できることを理解させる。
・気体の定積比熱と定圧比熱について
理解させる。
・熱力学第二法則を理解させる。

趣    旨

・観察・実験などを通して、自然の物理的な事物・
現象に対して、基本的な概念や、原理・法則を理解
し、身につけている。
・自然の物理的な事物・現象に関して観察・実験技
能を習得するとともに、それらを科学的に探究する
方法を身につけている。

・自然の物理的な事物・現象に問題を見いだし、実
験・観察などを行うとともに、物理学的に探究する能
力と態度が形成され、基本的な概念・法則を理解
し、科学的な自然観をもつことができる。
・実験の過程や結果及びそこから導き出した考えを
的確に表現することができる。

・自然の物理的な事物・現象について関心、探究
心を持ち、意欲的にそれらを探究するとともに、科
学的態度を身につけている。

学習活動・学習のねらい
評価の観点

学習内容 評価規準（評価方法）

評価の観点 知識・技能　【知】 思考・判断・表現　【思】 主体的に学習する態度　【態】

科    目 物理 副  教  材 「アクセスノート物理」  実教出版

教科の目標
自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を育てるとともに自然の事物・
現象についての理解を深め、科学的な自然観を育成する。

令和５年度    物理   シラバス

教    科 理科
学科・学年・学級 普通科 　２学年 ３，４，５，６組 4  単位

教  科  書  「物理」  実教出版

科目の目標
物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本
的な概念や原理・法則の理解を深めさせ、科学的な自然観の見方や考え方を育成する。
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・いろいろな波の現象の存在に関心を持ち、身近な現象を波動として捉えようという意欲を
持って、探究しようとする態度が見られる。
・音の現象が波動という同じ物理的な性質を持つことに興味を持ち、一体化して捉えようと
いう態度を身につけている。
・ドップラー効果が日常生活で観測できる身近な現象であることに興味・関心を持ち、意欲
的に探究する態度が見られる。

・レンズや球面鏡の実験により、屈折や反射のようすから実像や虚像が得られることを理解
できる。
・ヤングの実験や、薄膜や空気層による干渉、回折格子による分光などの現象から、光が
波の性質をもつことを理解できる。
・光源からの光を回折格子と複スリットを通して見ると、見え方が異なることを観察し、光の
見え方と波長との関係を理解することができる。

・レンズと球面鏡の特徴を、光の進み方から思考し、的確に表現することができる。
・ヤングの実験や、薄膜や空気層による干渉、回折格子による分光など、光が波の性質を
もつことによる現象であることをを理解し、的確に表現することができる。

・光の現象が波動という同じ物理的な性質を持つことに興味を持ち、一体化して捉えようと
いう態度を身につけている。
・光の屈折・反射の例として、日常生活にも関連するレンズや球面鏡に興味・関心を持ち、
意欲的に探究する態度が見られる。
・ヤングの実験やシャボン玉の縞模様などが、光の回折や干渉などにより起こっていること
について興味・関心を持ち、意欲的に探究する態度が見られる。

・電場がベクトルであることを理解し、電場の合成や電荷が受ける静電気力について理解
し、説明できる。
・静電気を用いた電場の観察の実験を通じて、電場のようすを観察できる。
・コンデンサーの接続について、合成抵抗を正しく理解できている。
・充電したコンデンサーを用いて電気で動くものを実際に動かし、静電エネルギーが蓄え
られていることを観察できる。

・電場や電位のような電気現象の基本概念を理解するとともに、そのようすを図で表現する
ことができる。
・静電遮蔽について実験を通じて理解し、正しく表現できる。

・電気の現象がどのように生じるかに関して関心を持ち、それらの法則性や基本概念につ
いて意欲的に調べる態度を身につけている。

第2章　波
1節　波の伝わり方
　1　波の表し方
　2　波の伝わり方

2節　音
　1　音の性質
　2　ドップラー効果

第2章　波
3節　 光
　1　光の性質
　2　レンズと球面鏡
　3　回折と干渉

3章　電気と磁気
1節　電荷と電場
　1　静電気
　2　電場
　3　電位
　4　コンデンサー

3章　電気と磁気
2節　電流
　1　電流と抵抗
　2　直流回路

3節　磁場と電流
　1　磁場
　2　電流が磁場から受ける力
　3　ローレンツ力

3章　電気と磁気
4節　電磁誘導と電磁波
　1　電磁誘導の法則
　2　自己誘導と相互誘導
　3　交流
　4　電磁波

4章　原子
1節　電子と光
　1　電子
　2　光の粒子性
　3　電子の波動性

4章　原子
2節　原子と原子核
　1　原子の構造
　2　原子核
　3　原子核反応
　4　素粒子

・真空放電の実験を通じて、電子の発見について理解を深めることができる。
・真空放電、陰極線、光電効果などから、電子の存在とその性質を理解できる。

・光電効果やコンプトン効果を理解する際に、物質の二重性を新たに考えるに至った思考
ができ、１９世紀までに解明された物理現象とは異なる発想を取り入れて新現象を理解す
るに至った経緯が分かる。
・電子の波動性について、関係式や図を用いて表現できる。

・目に見えない原子がどんな振る舞いをしているかについて関心を持ち、20世紀の物理学
の研究対象となった原子と原子核について意欲的に学ぶ態度を身につけている。

・水素原子の構造を、波動や円運動の知識を用いて理解でき、量子条件と振動数条件と
いう２つの仮説に基づく思考が理解できる。
・原子核の崩壊と核反応、放射線、素粒子の振る舞いに関して理解できる。
・放射線の観察や放射線量の測定などを通じて、放射線の特徴や原子核反応についての
理解を深めることができる。

・原子模型について、関係式や図を用いて表現できる。

・原子と原子核の理解が現代社会にどうつながり、現代の課題にどう反映するかについて
興味を持ち、意欲的に調べようという態度を身につけている。

・最先端の物理学の実験の意味と意義を理解したり、コンピュータシミュレーションの意義
と利用を理解できる。
・現代物理学の発展と、技術革新などについて、基本的な知識を持ち、物理と社会の関係
について的確に理解できる。

・最先端の技術革新などについて自ら調べ、それを元に相互討論を行い、議論の要点を
図やグラフで表現できる。

・現代の物理学がどのように社会を変え、今後どのように発展していくかに興味を持ち、意
欲的に調べようという態度を身につけている。

・光電効果の実験とアインシュタインの
光の量子論を理解させる。
・光やＸ線の二重性について理解させ
る。
・電子の波動性と物質波、波動と粒子
の二重性について理解させる。

・原子の構造とボーアの水素原子モデ
ルを理解させ、水素原子のスペクトル
について理解させる。
・原子核の構成や変化を理解させる。
・原子核の構成の変化にともなう放射
線の放出について理解させる。
・放射線の性質について理解させる。
・素粒子の概要について理解させる。

・現代物理学の先端研究や技術革新
などについて理解させる。

終章　物理学が築く未来
　相対性理論と重力波天文学
　シミュレーション科学とデータ科学
　量子コンピュータ
　新規材料と物理

・電磁誘導の法則を理解させる。
・ローレンツ力起源の起電力を理解さ
せる。
・交流回路の基本、特に、交流回路に
おけるコイルやコンデンサーの役割を
理解させる。
・電磁波の放射のしくみを定性的に理
解させ、電波の性質を理解させる。

・直流回路の性質を理解させ、さまざ
まな直流回路に共通する概念を理解
させる。

・電流が磁場から受ける力の性質を理
解させ、運動する荷電粒子が磁場から
受けるローレンツ力がより基本的なも
のであることを理解させる。
・電流のつくる磁場の性質を理解させ
る。

・電流計、電圧計、検流計、デジタルマルチメーターなどの測定器を正しく使える技能が
身についている。
・抵抗の温度変化の実験を通して、抵抗の温度変化を観察し、実験を再現できる。
・キルヒホッフの法則について、正しく理解し説明できる。

・電気の基本的な概念や原理・法則を用いて、抵抗率の温度係数や電流計・電圧計のしく
みについて説明できる。

・電気と磁気に関する基本的な概念や原理・法則を理解できる。またそれらの概念や原
理・法則を用いて系統的に考察し、様々な物理量の関係をグラフで表現できる。

・電気回路における現象がどのように生じるかに関心を持ち、それらの法則性について、
積極的に調べようとしている。
・電気と磁気の現象が、どのように生じるかに関して関心を持ち、五感に訴えにくい事象に
ついて意欲的に調べる態度を身につけている。

・電気と磁気に関する基本的な法則を系統的に理解し、交流や電磁波の基本的振る舞い
について知識を持ち、理解できる。
・マクロな電磁気法則を総合的に理解すると同時に、ローレンツ力などを通して電子の運
動によるミクロな視点から電磁気現象を理解できる。

・電磁誘導の法則や磁束などの概念を理解するとともに、磁場中を動く導体に生じる起電
力を数式で表現できる。

・電場と磁場の捉え方が様々な電磁気現象に共通することに興味を持ち、総合的に捉え
ようとする意欲を持つ。
・交流回路におけるコイルやコンデンサーの動作の実験を通じ、回路内におけるコイルや
コンデンサーのはたらきについて理解し、実験を計画できる。

・摩擦電気を通して、帯電の仕組み、
電気量の保存を理解させる。
・電場と電位差の関係を理解させる。
・平行板コンデンサーを具体例として
取り扱い、静電気現象の理解を深めさ
せる。

・光の速さが媒質によって変化するた
めに、屈折が起こることを理解させる。
・光が横波であること、色は波長の違
いによるものであることを理解させる。
・夕日と晴天の空の色が違う理由を理
解させる。
・レンズと球面鏡の特徴から、屈折と反
射の理解を深めさせる。
・光の回折や干渉など、光が波である
ことを示す典型的な現象について、ヤ
ングの実験などを通して理解させる。
・くさび形空気層による干渉やニュート
ンリングについて理解させる。

・ホイヘンスの原理から波の回折、屈
折、反射を理解させる。

・音の伝わり方は、波の性質を示すこと
を理解させる。
・ドップラー効果を、波の伝わり方から
考えさせる。
・観測者が運動する場合や音源、観測
者がともに運動する場合のドップラー
効果について理解させる。



 
令和５年度 生物シラバス 

 

教 科 名 理 科 科 目 名 生 物 

教科科目の目標 

 生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験など

を行い，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的

な概念や原理・法則の理解を深め， 科学的な自然観を育成する 

履修学年 ３年 学科・コース 文理特進・普通 

単位数 ４単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 

教科書 数研出版 改訂版 生物 副教材など 数研出版 リードＬｉｇｈｔノート 生物 

 

１．学習の目標 

 

（１）生命現象を支える物質の働きについて観察，実験などを通して探究し，タンパク質や核酸な ど

の物質の働きを理解させ，生命現象を分子レベルでとらえさせる。 

（２）生物の生殖や発生について観察，実験などを通して探究し，動物と植物の配偶子形成から形 態

形成までの仕組みを理解させる。 

（３）環境の変化に生物が反応していることについて観察，実験などを通して探究し，生物個体が 外

界の変化を感知し，それに反応する仕組みを理解させる。 

（４）生物の個体群と群集及び生態系について観察，実験などを通して探究し，それらの構造や変 化

の仕組みを理解させ，生態系のバランスや生物多様性の重要性について認識させる。 
（５）生物の進化の過程とその仕組み及び生物の系統について，観察，実験などを通して探究

し，生物界の多様性と系統を理解させ，進化についての考え方を身に付けさせる。 
 
 
２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進める。 
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習する。 
（３）学習プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるよう

な自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、学
習プリントを工夫して活用する。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。 
観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。 
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に発表する。 

 
 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に総合的に評価し、学期末に１００点法での評定を示し、学
年末に５段階の評定を示す。 
（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの5分間テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 

 



 
化学シラバス 

 
教 科 名 理 科 科 目 名 化学 

 教科科目の目標 

 化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験
などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的
な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

履修学年 ３年 学科・コース 文理特進・普通 

単位数 ４単位 授業形態 一斉授業・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 
教科書 東京書籍 改訂新編化学 副教材など 東京書籍ﾆｭｰｻﾎﾟｰﾄ改訂新編化学 

 

１．学習の目標 

 

（１）物質とその変化について，化学的な解釈や説明ができることを通して，興味・関心を探究心に

まで高め，知的好奇心をもって問題を見いだし，主体的に解決しようとする意欲を高める。 

（２）生徒自身が課題を見つけ，主体的・意欲的に観察，実験などに取り組む。 

（３）探究の過程をたどらせることによって，科学の方法を習得させ，化学的に探究する能力や態度

を育てる。 

（４）化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を，深く系統的に

理解させる。 
（５）物質やその変化に関する原理・法則を系統的に理解し，正しい物質感を身に付けさせ，

他の科目とも関連させて，自然界の事物・現象を分析的，総合的に考察する能力を育成
する。 
 

２．学習の留意点 
 
（１）身近な自然や日常生活に結びつけて学習を進める。 
（２）観察、実験を通して疑問に感じたことや興味を持ったことについては、資料を集めて調べ、

仮説を立てて新たに実験するなどして、進んで学習する。 
（３）学習プリントには、先生が黒板に書いたことだけ写すのではなく、後で見てもわかるよう

な自分なりに工夫して書き、先生に聞いてみたいと思ったことを書き留めておくなど、学
習プリントを工夫して活用する。 

（４）講義式の授業の他に、観察、実験や発表など、様々な形態の学習活動を行う。 
観察、実験では、関心・意欲を持って取り組み、実験操作を確実に身に付けること。 
グループでの学習では、班員と協力するとともに、自分の意見を積極的に発表する。 

 
３．評価の方法 
 
 各学期における以下の内容を元に総合的に評価し、学期末に１００点法での評定を示し、学
年末に５段階の評定を示す。 
（１）出席状況 
（２）授業への取り組み状況、単元振り返りカードの記入状況 
（３）単元のまとまりでの5分間テストの取り組み状況 
（４）定期考査の得点合計 
（５）実験レポートの提出及び内容の評価 
（６）授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出 

 
 



単  位  数

・波の干渉について、重ね合わせの原理により説明できることを理解し、強め合う条件や弱
め合う条件を説明することができる。

・ドップラー効果について、音源や観測者の動きと聞こえる音との関係を思考し、的確に表
現することができる。

・レンズと球面鏡の特徴を、光の進み方から思考し、的確に表現することができる。
・ヤングの実験や、薄膜や空気層による干渉、回折格子による分光など、光が波の性質を
もつことによる現象であることをを理解し、的確に表現することができる。

・静電気を用いた電場の観察の実験を通じて、電場のようすを観察できる。
・コンデンサーの接続について、合成抵抗を正しく理解できている。

・運動の基本法則を理解し、それらを応用して様々な運動の解析に発展することを物理学
的に理解し、未知の運動を予測できる。
・平面の運動について、運動の法則を用いて、運動現象を統一的に理解できる。

・剛体の運動のようすを観察し、運動の原因を、力のつり合いとモーメントのつり合いの条
件から探究的に導くことができる。

・運動量保存の法則から、物体の衝突や、運動量と運動エネルギーとの違いについて、概
念を理解し、違いを説明することができる。
・観察する立場により生じる慣性力の存在について理解し、違いを説明することができる。

・運動量と力積の違いや、運動量と運動エネルギーとの違いを見出し、的確に表現するこ
とができる。

・理想気体の状態方程式、気体の状態変化について知識を身につけ、現象のミクロな理
解ができ、分子の存在がマクロな現象の原因になっているということを統一的に理解でき
る。

第Ⅰ章　運動とエネルギー
　第1節　平面運動と放物運動

　第2節　剛体のつり合い

　第3節　運動量の保存

　
　第4節　円運動と単振動

第Ⅱ章　波
　第1節　波の性質
　
　第2節　音波

　第3節　 光波

第Ⅲ章　電気と磁気
　第1節　電場と電位

　第2節　電流

　第3節　電流と磁場

　第4節　電磁誘導と交流

第Ⅳ章　原子
　第1節　電子と光

　第2節　原子と原子核

　第5節　気体分子の運動

・真空放電の実験を通じて、電子の発見について理解を深めることができる。
・真空放電、陰極線、光電効果などから、電子の存在とその性質を理解できる。

・水素原子の構造を、波動や円運動の知識を用いて理解でき、量子条件と振動数条件と
いう２つの仮説に基づく思考が理解できる。
・原子核の崩壊と核反応、放射線、素粒子の振る舞いに関して理解できる。

・光電効果の実験とアインシュタインの光の量子論を理
解させる。
・光やＸ線の二重性について理解させる。

・原子の構造とボーアの水素原子モデルを理解させ、
水素原子のスペクトルについて理解させる。

・電気の基本的な概念や原理・法則を用いて、抵抗率の温度係数や電流計・電圧計のしく
みについて説明できる。

・電気と磁気に関する基本的な概念や原理・法則を理解できる。またそれらの概念や原
理・法則を用いて系統的に考察し、様々な物理量の関係をグラフで表現できる。

・電気と磁気に関する基本的な法則を系統的に理解し、交流や電磁波の基本的振る舞い
について知識を持ち、理解できる。
・マクロな電磁気法則を総合的に理解すると同時に、ローレンツ力などを通して電子の運
動によるミクロな視点から電磁気現象を理解できる。

・直流回路の性質を理解させ、さまざまな直流回路に
共通する概念を理解させる。

・電流が磁場から受ける力の性質を理解させ、運動す
る荷電粒子が磁場から受けるローレンツ力がより基本
的なものであることを理解させる。

・電磁誘導の法則を理解させる。
・交流回路の基本、特に、交流回路におけるコイルや
コンデンサーの役割を理解させる。

・摩擦電気を通して、帯電の仕組み、電気量の保存を
理解させる。
・電場と電位差の関係を理解させる。

学習内容 評価規準（評価方法）学習活動・学習のねらい

・２次元平面上で、速度・加速度のベクトルを用いた表
し方を理解させ、速度の合成・分解、相対速度につい
て理解させる。
・水平投射運動、斜方投射運動について理解させる。

・力のモーメントを理解させる。
・平行な２力の合成から、重心について理解させる。
・剛体の転倒、安定を理解させる。

・運動量と力積の関係を理解させる。
・保存量としての観点から運動量をとらえさせ、運動量
保存の法則を理解させる。

・等速円運動の速度、角速度、向心加速度、向心力や
遠心力について理解させる。

・気体の状態が変化するとき成立する諸法則、及び、
状態方程式について理解させる。
・原子・分子のミクロな立場から分子運動と気体の圧力
や温度等の関係を理解させる。

・ホイヘンスの原理から波の回折、屈折、反射を理解さ
せる。

・音の伝わり方は、波の性質を示すことを理解させる。
・ドップラー効果を、波の伝わり方から考えさせる。
・観測者が運動する場合や音源、観測者がともに運動
する場合のドップラー効果について理解させる。

・光が横波であること、色は波長の違いによるものであ
ることを理解させる。

評価方法

科    目 物理 副  教  材 スタディノート物理　　 第一学習社

教科の目標
自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を育てるとともに自然の事物・
現象についての理解を深め、科学的な自然観を育成する。

　各学期における以下の内容を元に総合的に評価し、学期末に100点法での評定を示し、学年末に５段階の評定を示す。
　（１）出席状況　　（２）授業への取り組み状況　　（３）単元テストの得点合計　　（４）実験レポート、授業プリント、課題プリント、誤答レポートの提出

令和５年度    物理   シラバス

教    科 理科

学科・学年・学級 普通科 　３学年 ３，５，６組 4  単位

教  科  書  改訂高等学校　物理  第一学習社

科目の目標
物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本
的な概念や原理・法則の理解を深めさせ、科学的な自然観の見方や考え方を育成する。



- 1 - 

令和５年度 物理基礎 シラバス 

 

 科目名    物理基礎 

 

単   位   数 ２  単 位 

学科 ･ 学年 ･ 学級 

 

普通科    ３学年  １,２,３,５,６ 組 

 

 

 

学 習 の 到 達 目 標          

 

 

・物体にはたらく力や物体の運動と力の関係を学習し、運動方程式とその立て方を習得す 

 る。また、仕事とエネルギーを定義し、力学的エネルギー、熱、電気エネルギーなどが 

 相互に変換されるしくみを学習する。 

・波の特徴である反射・屈折・回折などの諸現象を学習し、波の基本的な性質を理解する。 

・生活に欠かせない電気の基本的な内容を学習する。 

使用教科書･副教材等 ・実教出版 高校物理基礎新訂版 

・高校物理基礎サブノート 
 
１．学習の内容 
 

学  習  内  容 
 

学   習   の   ね   ら   い 

序章 物理量の測定と扱

い方 

・物理量，数値，数式のそれぞれの表し方を理解する。 
・誤差と有効数字を理解し，測定値の計算に取り組む。 
 

第１章 物体の運動 

第１節 運動の表し方 

 

 

第２節 力 

 

第３節 運動の法則 

 

 
 
・物体の変位や速度などの表し方について，直線運動を中心に理解する。直線上を運動
している物体の合成速度や相対速度についても扱う。 
・直線運動を中心に物体の加速度を理解する。 
・物体が空中を落下するときの運動を調べ，その特徴を理解する。 
 
・中学校の学習内容を復習し，観察や実験を通して，物体にさまざまな力がはたらくこ
とを理解する。 
・中学校の学習内容を発展させ，物体にはたらく力の合成・分解をベクトルで扱い，力
のつりあいについて理解を深める。 
・運動の第１，第２法則について実験をもとに理解して，運動の第３法則を扱い，つり
あう２力との違いを理解する。 
・運動方程式の立て方を学習し，鉛直方向の運動，斜面上の運動などを，運動方程式を
用いて解析する。 

第２章 エネルギー 

第１節 運動とエネルギー 

 

 

 

第２節 熱とエネルギー 

 
 
・日常で使う仕事と，物理で使う仕事の意味の違いを理解し，仕事量の求め方を理解す
る。 
・運動する物体がもつエネルギーと，仕事との関係を理解する。 
・位置エネルギーについて理解し，物体がされる仕事との関係を理解する。 
・重力や弾性力だけから仕事をされた場合，力学的エネルギーが保存されることを理解
する。 
・摩擦力がする仕事の量が，力学的エネルギーの減少分に相当することを理解する。 
 
 
・温度の概念を学習し，セルシウス温度と絶対温度の関係を理解する。 
・熱量と物体の温度変化との関係を理解する。 
・仕事が熱に変化するようすを観察し，熱とエネルギーの関係を理解する。 
・可逆変化と不可逆変化，熱機関を学習し，エネルギー保存の法則を理解する。 
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第３章 波 

第１節 波の性質 

 

第２節 音と振動 

 
 
・周期的に振動する波について，波の速さ，周期，振動数などの関係を理解する。 
・波の重ねあわせを学習し，波の独立性を理解する。 
・定常波ができるようすや，波が反射するときのしくみを理解する。 
 
・音が波であることを学習し，反射，うなりなどの現象を理解する。 
・物体には固有振動があることを学習し，弦の共振，気柱の共鳴について理解する。 

第４章 電気 

第１節 電流の流れ方 

 

第２節 電気の利用 

 

 

 

 
 
・日常生活と密着な関わりのある電気の性質を理解する。 
・抵抗に流れる電流と電圧の関係を理解する。 
 
 
・電流と仕事の関係，発生する熱量について理解する。 
・電流と磁場の関係，それを利用したモーター，発電機のしくみを理解する。 
・直流電流と交流電流の特徴と性質について理解する。 
 
 
 

第５章 人間と物理 

第１節 エネルギーとそ

の利用 

 

第２節 物理学が拓く世

界 

 
 
・太陽エネルギーの直接，間接的な利用を学習し，エネルギーの流れと，問題点や対策
を理解する。 
・原子と原子核，放射線，原子力エネルギーを学習し，核エネルギーの利用について理
解する。 
 
・私たちの生活に関わる科学技術と物理学と関係を理解する。 

 

２．評価方法 

・授業への取り組み状況  

・定期考査の得点合計  

・実験レポートの提出及び内容の評価  

・ノート、課題プリント、誤答レポートの提出 

 

３．学習方法 

・ 教科書の内容を理解しやすくまとめ、その要点を簡潔に表して板書する。また、演示実験や生徒による実験を 

  多く取り入れ、物理現象を身近なこととしてとらえることができるようにする。 

・ 黒板による説明だけではなく、実験を通して科学的な理解を踏まえながら学習する。 

・ 最新の教育機器の活用を積極的に行う。 

・ 確認テスト等のプリント問題を適宜実施する。 

 



「地学基礎」シラバス 

 

対象教科・科目 単位数 学年・学級 

地学基礎 ２ 3 年 356 組選択者 

使用教科書 使用副教材 

啓林館「地学基礎 改訂版」 啓林館「サンダイヤル Navi＆トレーニング地学基礎」 

 

１ 学習の目標等 

学習の目標 日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心

を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，地学的に探究する能力

と態度を育てるとともに，地学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，

科学的な見方や考え方を養う。 

学習のねらい 

第１部 固体地球とその変動 活動する地球に関する探究活動を行い，その学習内容の理解を深めるとと

もに，地学的に探究する能力を高める。 

プレートの分布と運動及びプレート運動に伴う大地形の形成について理解

する。 

火山活動と地震の発生のしくみについて理解する。 

第２部 移り変わる地球 地層が形成される仕組みと地質構造について理解する。 

古生物の変遷と地球環境の変化について理解する。 

第３部 大気と海洋 大気の構造と地球全体のエネルギー収支について理解する。 

大気の大循環と海水の運動及びそれらによる地球規模の熱の輸送について

理解し，日本で見られる季節の気象について学ぶ。 

第４部 宇宙の構成 宇宙の誕生と地球の形成について観察，実習などを通して探究し，宇宙と

惑星としての地球の特徴を理解する。 

第５部 自然との共生 地球環境の変化を科学的に考察する。 

日本の自然環境を理解し，その恩恵や災害など自然環境と人間生活とのか

かわりについて考察する。 

 

２ 学習計画 

学
期 

学習項目(配当時数) 学習内容 活動・備考等 
考査
範囲 

 第１部 固体地球とその変動 
(17) 

   

 

第１章 地球(4) 
第１節 地球の概観 

第２節 地球の内部構造 
 
 

地球の概観について学び，その
内部構造について理解する。 

やってみよう 
「地球の形と大きさにつ
いて調べる」 
発展 
「地球の形と重力」 
発展 
「アイソスタシー」 
発展 
「地震波の伝わり方から
わかる地球の内部構造」 
実習１－１． 
「岩石や金属の密度を測

第 
一 
学 
期 
中 
間 
考 
査 
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定して地球の層構造を
考える」 

 第２章 活動する地球(11) 
第１節プレートテクトニクス

と地球の活動 

第２節 地震 

第３節 火山活動と火成岩の形

成 

プレートと地球の活動につい
て理解し，地震や火山活動，火
成岩の形成について学ぶ。 

実習１－２. 
「プレートと地球の活動

の関係を調べる」 
やってみよう 
「プレートがすれ違う境

界の様子を観察しよう」 
発展 
「低速度層」 
発展 
「地震波トモグラフィー

とマントル対流」 
発展 
「地球内部の熱」 
やってみよう 
「衛星画像で断層を探そ

う」 
やってみよう 
「火成岩の組織を観察し

よう」 
発展 
「固溶体」 
発展 
「マグマの発生と分化」 

 

第 
一 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 探究活動の進め方 
探究活動(2) 

探究活動の仕方について学ぶ 
 

探究活動の進め方 
１．地震の発生と断層との
関係を調べる 

２．火山灰に含まれ 
る鉱物を調べる 

 第２部 移り変わる地球 (16)   

 第１章 地球史の読み方(8) 
第１節 堆積岩とその形成 

第２節 地層と地質構造 

第３節地球の歴史の区分と化

石 

堆積岩とその形成や地層と地
質構造について学び，地球の歴
史の組み立てについて理解す
る。 

やってみよう 
「堆積岩を観察しよう」 
やってみよう 
「級化構造をつくる」 
実習２－１. 
「地層の観察」 
やってみよう 
「地層中の記録を調べよ

う」 
発展 
「地層の広がりとその調

べ方」 
発展 
「変成作用と温度・圧力」 
やってみよう 
「フズリナの化石の観察」 
発展 
「放射性年代」 

 

第２章 地球と生命の進化(6) 
第１節 先カンブリア時代 

第２節 顕生代 

古生物の変遷と地球環境の変
化について理解し，先カンブリ
ア時代や顕生代について学ぶ。 

発展 
「全球凍結と生物の進化」 
発展 
「元素の同位体からわか

る過去の環境変動」 

第 
二 
学 
期 
中 
間 
考 
査 

 
探究活動(2)  １．有孔虫化石を観察する 

２．アンモナイトを調べる 
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 第３部 大気と海洋 (14)   

第 
二 
学 
期 
中 
間 
考 
査 

 第１章 大気の構造(3) 
第１節 大気圏 

第２節 水と気象 

大気圏について理解し，水と気
象の関係を学ぶ。 

やってみよう 
「真空ポンプで水を吸い

上げる」 
発展 
「電離圏」 
実習３－１. 
「気温と高度の関係を考

える」 
発展 
「雲のできる高さ」 
発展 
「降水のしくみ」 
発展 
「大気の安定・不安定」 
 

 

第２章 太陽放射と大気・海洋
の運動(6) 

第１節 地球のエネルギー収支 

第２節 大気の大循環 

第３節 海水の循環 

地球全体のエネルギー収支に
ついて理解し，大気の大循環や
海水の循環について学ぶ。 

やってみよう 
「地表が受ける太陽放射

量の緯度による違い」 
発展 
「風の吹き方」 
発展 
「中緯度上空の西風」 
発展 
「海水の塩分の分布」 
やってみよう 
「水の上下運動を観察し

よう」 
 

 
第 
二 
学 
期 
期 
末 
考 
査 
 

 第３章 日本の天気(3) 
第 1 節 日本の位置 

第２節 冬から春の天気 

第３節 夏から秋の天気 

日本で見られる冬から春，夏か
ら秋への季節の気象について
学ぶ。 

やってみよう 
「高気圧や低気圧の移動

速度」 
発展 
「フェーン現象」 
やってみよう 
「雲の移動と偏西風の観

察」 
 

 探究活動(2) 
 

 １．日射量の測定 
２．新聞の気象データを読

む 

 第４部 宇宙の構成 (15)   

 第１章 太陽系と太陽(6) 
第１節 太陽系の天体 

第２節 太陽系の誕生 

第３節 太陽 

太陽系の誕生について理解し，
太陽の表面の現象と太陽のエ
ネルギー源及び太陽系の天体
について学ぶ。 

やってみよう 
「地球の特徴を考えよう」 
やってみよう 
「太陽表面の観察」 
発展 
「黒点数の周期的変化」 
発展 
「地球磁気圏とオーロラ」 
実習４－１． 
「ＣＤを使って分光器を

作る」 
発展 
「太陽の温度・圧力とエネ
ルギー」 
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第２章 恒星としての太陽の
進化(4) 

第１節 太陽と恒星 

第２節 太陽の誕生と進化 

恒星としての太陽の誕生と進
化を理解する。 

やってみよう 
「星の明るさを調べよう」 
発展 
「恒星までの距離」 
発展 
「恒星の性質」 
発展 
「恒星の分類」 
発展 
「様々な恒星の寿命と終

末」 

第 
三 
学 
期 
期 
末 
考 
査 

 

第３章 銀河系と宇宙(2) 
第１節 銀河系とまわりの銀河 

第２節 宇宙の姿 

銀河系とまわりの銀河につい
て学び，宇宙の誕生と銀河の分
布について理解する。 

やってみよう 
「「すばる」の観察」 
発展 
「銀河系の渦巻き構造」 
実習４－２． 
「局部銀河群の銀河の分
布を調べる」 

やってみよう 
「宇宙の泡構造を調べよ
う」 

やってみよう 
「宇宙の膨張について考
えよう」 

発展 
「宇宙の初期が高温であ
った証拠」 

発展 
「宇宙が膨張している証
拠」 

 

探究活動(3)  １．月や惑星の表面を観察
する 

２．太陽黒点を観察する 
３．銀河の分布を調べる 

 第５部 自然との共生 (5)   

 
 

第１節 地球環境と人類 

第２節 火山・地震災害と社会 

第３節 気象災害と社会 

第４節 人間生活と地球環境の

変化 

おわりに 

地球環境に及ぼす人間活動の
影響について理解し，日本の自
然災害と防災について学ぶ。 

やってみよう 
「気象災害を調べよう」 
実習５－１． 
「ハザードマップを読む」 
実習５－２． 
「オゾンホールの面積の
経年変化」 

３ 評価方法とその観点 

評 価 方 法 

●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(関心・意欲・態度，思考・判断，観察・実験の技能・表現， 
知識・理解)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。 

(1)授業への取り組み 
授業に対する姿勢，学習態度，地学への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に関心・意欲・態度の項
目を評価する。 
(2)ノートの記載内容 
授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。 
(3)観察・実験等 
観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などか
ら評価する。評価の観点のうち，思考・判断，観察・実験の技能・表現に関する配分が大きい。 
(4)教科書・問題集の問題 
各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。 
(5)中間・定期考査 
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学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，思考・判断，知識・理解に関する配分がもっとも
大きい。 

 

４ 学習のアドバイス等 

１ 日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，そのしくみについて考える態度をもつこと。 
２ 疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。 
３ 学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。 

 

 


